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はじめに
　「文化と宗教は違うからね」。これは、東京都豊島区にあるイスラーム教の礼拝施設「マスジド大塚」
を訪ねた際、文化人類学専攻であると伝えた筆者に向けて、ムスリマ（女性イスラーム教徒の総称）た
ちが発した言葉である。この一言は、宗教を文化の一要素と認識していた筆者の不意を衝くものであっ
た。ここに端を発した本研究では、マスジド内部での参与観察を通じて、ムスリマたちがどのような文
脈において、また、いかなる目的のもとに「文化」と「宗教」という言葉を使い分けているのかを探っ
た。さらに、マスジドの外側、日本社会においてみられる、異相の「文化」と「宗教」の認識の在り様
とその問題を明らかにすることで、マスジド内外にて、「文化」「宗教」理解のズレの狭間で生きる在日
ムスリムの葛藤と営みを描写することを試みた。
第１章　日本におけるモスクとムスリム
１．先行研究
　これまで、日本国内のムスリムに関する研究は、モスクが果たしている機能やモスクと周辺地域社会
との関係性など、集団や場に注目した議論が中核を担っていた。しかし、このような先行研究の動向に
は、その内部の〈個々の〉ムスリムたちの主体性や営みが見えにくくなってしまうという課題があった。
　そこで本研究では、特定のモスクをフィールドとして設定しつつ、〈個々の〉ムスリムたちが、そこ
に「おいて」、あるいはそこを「離れて」行っている営みに焦点を当てていく。
　くわえて、従来の研究では、海外出身男性ムスリムが主対象となることが多かったが、本稿では、海
外出身ムスリマおよび日本人改宗ムスリマと、彼女らの子どもたちに着目することで、未だ蓄積の不十
分なムスリマ研究・ムスリム第２世代研究への貢献も目指している。
２．調査概要・調査地・調査対象
　本稿の調査地となるのは、日本イスラーム文化センター（Japan Islamic Trust：JIT）が運営する「宗
教法人 イスラミック文化センター マスジド大塚」である。ここは、祈りの場であると同時に、教育や
難民支援など、イスラームの理念と信仰に基づいた多角的な活動の拠点になっている。
　本調査は、2018年４月23日から2019年11月27日にかけて、主に、４階建てのマスジド大塚ビル１階に
ある女性用勉強室にて行った。そこに集うのは、バングラデシュやパキスタン、インドネシアなどのア
ジア圏出身者を中心に、エジプト、ヨルダンなどの中東出身者も含めた、様々な国籍をもつ幅広い年代
のムスリマと、その子供たちである。
神に祈るは「文化」にあらず
── マスジド大塚に集うムスリムと日本社会の「宗教」・「文化」理解 ──
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第２章　マスジド大塚における「文化」と「宗教」
１．「文化」の区分
　聞き取り調査や、発言の収集・分析の結果、「文化」は、食事、服装、芸能、慣習や社会規範などといっ
た多岐にわたる領域に関するやり取りの中で、特に、ムスリマ間で違いが認められた時に、「あなたの
文化」、「私の文化」、「文化が違う」といった形で用いられ、差異の源泉として語られていることが分かっ
た。
　ここで注目すべき点としては、「宗教」的な実践に関する領域であっても、地域的慣習などの影響に
よって生じる行動上の差異は、「文化」の違いと位置づけられていることである。このことは、「文化」
と「宗教」は相互作用によって成立する、実質的には不可分なものであることを表している。しかし、
マスジド大塚に集うムスリマたちは、その両者をあえて区別しているのだ。よって、「文化」と「宗教」
を分離させる行為そのものに着目する必要があるといえる。
２．「宗教」の区分
　「宗教」を「文化」から分離させる意図を探るため、ムスリマたちの「宗教」である「イスラーム」
の名のもとに行われる語りを分析したところ、その中で強調されていたのは次の２点であった。
　一つは、アッラーの存在とその影響力である。これらは、特にムスリマ達が自身のライフヒストリー
を語る際にみられる。そこでは、彼女たちが歩んできた経緯と共に、あらゆることの理由と結果の源泉
として、〈神からの愛〉と〈神への愛〉があるという世界理解が語られていた。
　もう一つは、そのような唯一絶対のアッラーの下で平等に存在する「我々ムスリム」という共同体意
識である。イスラームの教義において、ムスリム同士は同じウンマ（宗教共同体）に所属する「きょう
だい」とされており、マスジド大塚内でもムスリマ達は互いのことを「シスター」と表現している。こ
こにおいて、ムスリム個々人はアッラーに対する一人類という構図で均質化され、ムスリム間に存在す
る無数の差異を超えて「〈同じ〉ムスリム」というカテゴリーを形成することが可能になるのである。
３．「文化」への集約、「宗教」の抽出
　以上の「文化」と「宗教」の区分を踏まえて、マスジド大塚においてムスリマ達が「文化」と「宗教」
を分離させていることの意義について考えると、両区分の間には〈違い〉としての「文化」と〈同じ〉
「宗教」という関係性が見えてくる。マスジド大塚とは、国籍・言語・生活習慣・宗教実践上の判断など、
多面的な多様性を内包した空間である。そのような非同質性の高い集団の中で、〈違い〉の説明原理と
して「文化」が用いられ、〈違い〉の存在を肯定的に受け入れることが暗黙の了解とされているのだ。
一方で、「宗教」は、ムスリム達が互いに共有しているという認識によって、「〈同じ〉ムスリムである」
という連帯を生み出している。「宗教」は、マスジド大塚に集う者たちにとって、同質性の象徴であり、
証明なのである。
　とはいえ、ムスリムの日常生活と深く結びついたイスラームの教えや思考様式と、生活を通じて継
承・形成される「文化」とは、密接に関連しており、ムスリム個人の内部では分離不可能な形で存在し
ている。そのため個人の認識のレベルでは、「文化」と「宗教」は分かち得ないし、その必要もない。
両者を分離する必要があるのは「他者」と出会ったとき、とりわけ、同じ「イスラーム」を信仰してい
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るのに、異相の「イスラーム的な」ものに属している人と対面した時である。
　ここにおいて、「文化」と「宗教」を分離して語る営みは、両者を等しく分別するためというよりも、
ムスリム間連帯のかすがいとなる「宗教」の同一性を担保するために、「〈同じ〉イスラーム」という認
識の創出を妨げる要因となり得るムスリム間の差異を、「文化」として周縁化していると理解すること
ができる。「宗教」ではないもの、として運用されているカテゴリーが「文化」であり、〈違い〉を「文
化」に集約させることで、〈同じ〉「宗教」を抽出しているのである。
第３章　日本社会とムスリム
１．日本社会における「文化」と「宗教」
　日本社会においては、「宗教」を「文化」の一種と捉える向きがある。事例分析からは、イスラーム
という「宗教」は〈異なる「文化」〉とみなされる傾向があることと、それ故に、イスラーム実践を認
可する要件として外国人性が求められ、日本人ムスリムは理解を得られないという状況が発生している
ことが明らかになった。
２．「宗教」忌避と「文化」の利用
　日本社会における「宗教」の「文化」への置換は、「宗教」の否定という意味を孕んでおり、その背
景には「宗教」一般に対する忌避感情がある。日本社会で生活を送るムスリムの中には、その「宗教」
への誤解や偏見を理解し、戦略的に「文化」としてイスラームを提示することで、イスラーム実践の受
容を求めたり、対立を回避したりしている人々もいる。
３．「日本の文化」とイスラーム
　上記のように、「宗教」を「文化」へ置換することで、一部の衝突が緩和される一方で、日本社会が、〈異
なる「文化」〉としてのイスラームと〈日本の「文化」〉とを対比的に捉えることによって対立が生じる
場合もある。即ち、「日本人なのだから、〈日本の文化〉に従うべき」という固定観念によって、ムスリ
マが日本人親族から、子供にイスラームの教義から離れた日本の公教育を施すように迫られたり、〈日
本の文化〉と認識されている神道や仏教の宗教的慣習に従うことを要求されたりすることがあるのだ。
　だが、このような事例の詳細を読み解いていくと、その根底に見えてきたのは「宗教」への忌避感情
よりもむしろ、日本社会への同調意識であった。日本人親族が家族内のムスリムに対して口にした反感
や不満の多くは、「世間の目」を気にする趣旨のものであって、必ずしも親族自身の「宗教」に対する
確固たる嫌悪感ないし恐怖心からの発言ではなかった。彼らは、「日本社会」が「宗教」への偏見を持っ
ている、という先入観に囚われていただけなのである。
おわりに
　大塚マスジドにおいて、ムスリマたちは、あらゆる差異を乗り越え、「シスター」であるために、多
様な差異の拠り所として「文化」を運用し、彼女たちの同質性を象徴し得る「宗教（＝イスラーム）」
を抽出していた。しかし、マスジドの外に広がる日本社会では、宗教全般への偏見から、「宗教」は〈異
なる「文化」〉への置換を介してようやく容認される状況にある。
　その双方を行き来しながら生活する日本人ムスリマやムスリム児童は、マスジド大塚内に集うムスリ
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ムの一人として過ごしている時には、「宗教」によってムスリム間の連帯を強化している一方で、日本
社会で生きる上では、〈異なる「文化」〉とみなされる「宗教」性を除去することが求められている。
　しかし、この「宗教」忌避感情は、必ずしも「日本社会」を構成する個々人に内在しているわけでは
ない。「日本社会」に生きる人々も、「日本社会」が「宗教」を忌避しているという思い込みから解き放
たれさえすれば、真摯に「宗教」を持つ人々と向き合い、共に生きる道を模索することができるのであ
る。ここにこそ、「宗教」への適切な理解を有した次代の「日本社会」を築く糸口があるといえるだろう。
